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学歴・職歴

年 月 学歴・職歴

学　歴

2001 9 月 Mid-Kent College　HND 自動車機械電気工学 修了

2006 3 月 Bournemouth Commercial Flight Training　航空運送パイロット免許（ATPL）・飛行教官認
定 取得

2013 9 月 Learning People　PMI PRINCE2 Agile・CAPM 修了

2015 6 月 Goethe Institute　ドイツ語 A1-B1 修了

2016 3 月 Le Wagon　Ruby プログラミング 修了

2018 9 月 Open University　数学・物理学 BSc(Hons) 修了

2020 3 月 Stanford University　機械学習 修了

2021 6 月 Kaggle　データサイエンス・機械学習 修了

2022 4 月 Birkbeck University　医学関連上級証書 修了

2024 6 月 Google　Professional Machine Learning Engineer 取得

2024 9 月 IBM　量子情報 修了

職　歴

2006 3 月 BASCO Bournemouth　飛行試験エンジニア　入社

2006 12 月 退職

2007 2 月 Eaton Aerospace Fareham　契約プロジェクトマネージャー　入社

2010 4 月 退職

2010 4 月 Gill R&D Lymington　生産計画・電気工学　入社

2012 9 月 退職

2012 12 月 Skybus (First Officer)　コーンウォール　入社

2013 9 月 退職

2013 10 月 Ametek Aerospace London　品質エンジニア・機械検査員　入社

2015 3 月 退職

2015 5 月 PGT Ceewrite Precision Mitcham　品質エンジニア　入社

2019 12 月 退職

2020 3 月 McLaren Racing Woking　複雑データ解析　入社



2021 12 月 退職（COVID 余剰人員削減）

2022 3 月 East Surrey College Redhill　航空工学講師（契約）　入社

2023 12 月 退職

2023 12 月 ASN Submarine Cables London　データサイエンティスト・ML エンジニア　入社

2025 4 月 退職

2025 4 月 AJW Aerospace Sussex　データサイエンティスト　入社（現職）

以上

資格・スキル

語学 英語（母国語）、フランス語（日常会話）、ドイツ語（A1-B1）

プログラミング Python（高度）、SQL、MATLAB、Ruby

データ科学 Pandas、NumPy、TensorFlow、scikit-learn、Power BI

クラウド AWS（SageMaker、Lambda、EMR）、Google Cloud（Vertex AI、BigQuery）

製造・品質 Six Sigma、Lean、FMEA、SPC、DMAIC、APQP、Kaizen

航空 ATPL・飛行教官免許、EASA Part 145/21、FAR Part 145

その他資格 Google ML Engineer、IBM 量子情報、PMI PRINCE2 CAPM

自己PR

数学的厳密さを持つデータサイエンティストとして、古典的機械学習から自律型エージェントアーキテクチャまで
幅広い専門知識を有しています。統計学習理論・最適化理論を基盤とし、AWS・Google Cloud にて
エンドツーエンドの ML パイプラインを構築・運用してきました。
8〜12 週間での機能的な自律システム提供を一貫して実現しており、ROI 改善率を計画比 15〜30%上回る実績があります。
アビオニクス・品質工学・航空分野での深い経験を持つ稀有なバックグラウンドを活かし、
製造・航空・金融など多様な業界で実績を上げてきました。

今後のキャリアについては、婚約者が日本在住であることから、日本への移住を希望しています。
日本においてデータサイエンティストとして、AI および機械学習の専門家として活躍し続けることを目指しています。
新たな環境の中で、日本の組織やチームに貢献できることを心から楽しみにしています。


